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1． はじめに 

空間を生命体の持つシステムから学び建築空間をデザ

インする「空間生命化デザイン」の概念は、地球環境問題

が深刻化する現状や情報技術を含めた諸技術が建築空間

に投入されるようになり、建築が複雑化する背景から、紡

ぎだされてきた考え方である。日本建築学会情報システム

技術委員会内空間生命化デザイン WG（以下 WGと略す）で

は、2007年より活動を開始し、建築における空間生命化デ

ザインの概念の確立およびその具体的な事例について研

究を重ねている。*1-3) 

 

2． 空間生命化デザイン系統樹から見えてきた建築 

これまでの事例や系統樹のスタディから、今後の空間生

命化デザインが目指す以下５つの方向性が浮かび上がっ

てきた。4) 

１）代謝する建築 

２）対話する建築 

３）使い手に呼応する建築 

４）環境と共生する建築 

５）適応する建築 

１）代謝する建築は、作る過程のみならず、その後の「育

む」過程、さらには成長だけでなく今回の東北大震災のよ

うな突発的な事象に出くわした時にも、「回復力」を持ち

「再生能力」についてもあらかじめ計画された建築である。 

２）対話する建築は、空間ユーザーなどコミュニケーシ

ョン能力を持つ建築であり、これらは情報技術などを介し

て実現が可能であると考える。 

３）使い手に呼応する建築は、上記の対話だけでなく、

使い手の行動、行為や習性などを建築が学習することで実

現が可能となるのではないだろうか。 

４）環境と共生する建築は、今日様々な環境技術が開発

されてきており、それらを建築が取り入れるかたちで達成

できそうである。 

５）適応する建築は、一番の難題であるが、前章でも述

べた通り、「運用段階での適応」と「設計段階での適応」

があり、これらについて詳細を丁寧に紐解いていく必要が

ある。 

 

3． 空間生命化デザインの事例スタディ 

こうしたスタディによる今後の空間生命化デザインの

方向性を踏まえて、今回、ＷＧでは、具体的な提案プロジ

ェクトとして「Biofied Living/Architecture/Community」 

にまとめた。このプロジェクトでは、日本の地域コミュニ

ティの再生を目的に、空間生命化デザインのコンセプトを

応用し、コミュニティを持続させるインフラとしての

Biofied Living System（以下 BLS）と、その流れを機能

に変換するハブとして市民センターをデザイン提案した。 

これまでのＷＧのスタディより、生命は、物質・エネル

ギー・情報の流れから機能をつくりだすシステムであるこ

とがわかった。この動的平衡は、適応と持続の相互作用を

通じて、拡大を必要とすることなく定常な状態から生きる

力をとりだす仕組みである。つまり、適応と持続の相互作

用とは、変化させるものと変化させないもののバランスで

あり、持続可能な生命の本質である。 

そこで本プロジェクトでは「生命」から学び「適応」と

「持続」という仕組みに着目し、そうしたメカニズムをも

つ Biofied されたコミュニティをつくるため、私たちは

「Digital Design」技術を用いた。 

このプロジェクトでは、対象地として「熱海」を選定し

た。熱海はかつて「拡大の時代」を代表する地域コミュニ

ティであり、「縮小の時代」へと移行する中で活力を失い

つつある場所であるからだ。熱海は古くから湯治の地であ

り、江戸時代から幕末にかけて町人や外国人も訪れる有名

な湯治場へと発展し、高度成長期には、リゾート地として

開発が進んだ。 

しかし、長引く不況の影響で主要な温泉旅館が次々と廃

業に追い込まれ、地域の活性化が大きな課題となっている。

熱海市の人口は近年減少し、高齢化が進んでいる。2035 年

海は、今後津波や地震などの災害が予想される地域であり、

天災への備えも大きな課題となっている。（図１） 

「生命」がそうであるように、地域コミュニティにも「物

質」「エネルギー」「情報」の流れが必要である。本プロジ

ェクトでは対象地である熱海の特性を考慮し、熱海の物質、

エネルギー、情報 3 つの流れに従い、食の自立、安全、暮

らし、エネルギー自立の 4 つの機能を適応させる。 
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図１ 熱海市の人口減少 

 

コミュニティを持続させる BLS は、街の中に機能を分

散させ、これらのバックアップを形成する。機能とバック

アップを重ね合わせることである線が遮断されてもバッ

クアップが可能であり自立的なシステムとなる。BLS は、

エネルギー、情報、物質の 3 つの要素で構成され、これら

が機能することで地域のコミュニティが持続される。（図

２） 

 

 

図２ Biofied Living System の構成図 

 

まず一つ目は、エネルギーである。地域のエネルギーに

おいて、熱海の自然エネルギーを自立可能な電力として活

用する。熱海の恵まれた温泉を利用した温泉発電をベース

に風力発電、太陽光発電、商用電源との両立を図る。これ

ら異なる電力をバランスよく活用できるよう、ネットワー

ク制御により一体的に利用できるよう提案した。

 

図３自然エネルギーを活用した地域マイクログリッド 

また災害時にそれぞれが分断されてもそれぞれの拠点

で自立を保てるようにした。（図３） 

二つ目は食のシェアコミュニティについてである。熱海

は海、山に囲まれ、旬のまま食べるもの、加工・熟成され

るものなど多様な食を供給した。それらの食物のインプッ

ト・アウトプットの情報は Biofied Food Calendar によっ

てネットワーク上で管理され、地域コミュニティ内で共有

される。このカレンダーを軸に市民は食を楽しむ一方で災

害時には自給できる食の量を確保できるようになってお

り、災害に強い食料調達を実現する。Biofied Food System

に組み込まれた食は、旬なものを適切な方法で調理・加工

し食を楽しむことができる。Net-sharing Visible Farm は

ネットワークで畑が管理され、地域の畑と連動し収穫情報

を管理する。 

Farmで収穫した作物は Social Food Centerで加工され

保存や販売される。Share Kitchen では、住民によってそ

の場で直接調理されコミュニティによる新たなアクティ

ビティを創出する。（図４） 

 

図４ 食のアクティビティの循環 

 

三つ目の情報は、防災ネットワークや食のネットワーク

など複数のネットワークが相互に繋がることで拠点の孤

立化を防ぎ、コミュニティの情報を共有化する。（図５，

６） 
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図５ 街中に広がるネットワークのイメージ１ 

 

図５ 街中に広がるネットワークのイメージ２ 

 

 
図６ 敷地の日影解析 

 

もう一つの提案内容である、市民センターは現在、熱海

市役所がある敷地を想定した。この敷地は歴史的に熱海の

重要な役割を果たしてきた、シンボリックな土地である。

江戸時代、３代将軍家光の湯治御殿に始まり、明治６年熱

海学校、明治２１年御用邸、そして昭和１３年から市役所

として使用されてきた。まず、この敷地を３次元データ化 

し太陽光露出シュミレーションソフトにて敷地の日影状 

 

図７ プログラムを挿入したボリュームスタディ 

 

図８ ソーラーエンベロップのスタディ 

 

図９ ハイブリッドファサードのスタディ（夏） 

 

図 １０ ハイブリッドファサードのスタディ（春・秋） 
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図１１ 市民センターのイメージ 

 

況を解析する。（図６）年間を通して日影になりにくいエ

リアを選び、市民センターの主なプログラムをレイアウト

していった。（図７）そして、そのプログラムを覆うソー

ラーエンベロップを形成した。（図８）ソーラーエンベロ

ップは、この立地条件下において太陽光の露出に最適化さ

れて計画された。さらに季節によって露出の変化するエリ

アに、太陽光発電パネル、モニタリング・散水機能をもつ

スケープファーミングの２種類で構成される可変可能な

ハイブリッド・ファサードシステムを採用した。（図９，

１０）このファサードは常時から避難時のみならず季節の

変動、人口の変動に応じて BLSが収集したデジタルデータ

に基づき計算された結果より、エネルギー供給、食物育

成・供給などを可能とする。市民センターのイメージは、

実際に栽培可能な食物や保存食物など食物育成およびエ

ネルギープロダクションと融合するハイブリッドファサ

ードを持つ新しい建築を表現している。（図１１） 

市民センターに設置されたシェアキッチンは孤立しが

ちな高齢者を含む地域住民をつなぐコミュニティーの場

として活用される。ソーシャルフードセンターは地元の農

作物、海産物等を保存食などに加工できる場であり、それ

らの販売を行う。コミュニティ温泉は、地域住民やビジタ

ー同士のコミュニケーションを促進する場となり、また、

バイナリーサイクル発電機が完備され、発電の状況をリア

ルタイムに見ることが出来る。 

Biofied BIM はパラメトリックモデリングシステムをバ

ックグラウンドに、地域住民によるセルフビルドにより機

能拡張するシステムだ。基本的に専門知識の無い住民でも

数値入力のみで部材図を派生させることが出来、それを市

民センター内のセルフビルド工房に設置された CNCルータ

ーを使い、部材の切り出しを可能とする。特に災害時のシ

ェルターや、イベント時の東屋として活用できる。 

このようにこのプロジェクトでは、生命に学び、デジタ

ル・ネットワーク環境に支えられた「持続」を促進する食

 
図１２ 市民センター内のシェアキッチンのイメージ 

 

物・エネルギー・災害情報等を支援するリビングシステム

と、BIる市民 M・パラメトリックモデリング等を用いて環

境に「適応」するセンターのデザインからなる Biofied 

Living / Architecture / Community を提案した。 

 

4． 今後にむけて 

 その後このプロジェクトを熱海市の市長斎藤栄氏に見

ていただく機会を得た。斉藤市長が特に関心を持った項目

は、１）市民のコミュニティとなる場づくり、２）自然エ

ネルギーを活用した地域のマイクログリッドの 2点であっ

た。今後、実現に向けた活動を進めていく予定である。 
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